
維
摩
の
一
黙

正
福
寺
住
職

松

原

行ぎ

ょ

う

樹じ

ゅ

「
ゆ
い
ま
の
い
ち
も
く
」
と
読
み
ま
す
。

維
摩

ゆ

い

ま

と
は
維
摩
居
士
の
こ
と
で
す
。
古
代

イ
ン
ド
の
商
人
で
あ
り
、
お
釈
迦
さ
ま
の
在

家
の
弟
子
で
も
あ
っ
た
、
『
維
摩
経
』
と
い

う
経
典
の
主
人
公
で
す
。

お
釈
迦
さ
ま
の
弟
子
た
ち
や
菩
薩
た
ち

が
維
摩
居
士
と
問
答
を
し
て
、
維
摩
居
士
に

や
り
込
め
ら
れ
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で

す
が
、
そ
の
中
か
ら
「
入

に
ゅ
う

不
二

ふ

に

法
門

ほ

う

も

ん

」
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
入
不
二
法
門
」
と
は
、
「
分
別
も
な
く

対
立
す
る
も
の
も
無
い
世
界
」
の
こ
と
で
す

が
、
こ
の
世
界
に
入
る
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
こ
と
で
す
か
、
と
維
摩
居
士
が
問
い
ま
す
。

す
る
と
菩
薩
た
ち
は
、
「
自
分
と
自
分
の

も
の
と
、
こ
う
い
う
二
つ
の
も
の
を
離
れ
る

こ
と
」「
汚
れ
と
浄
ら
か
さ
を
離
れ
る
こ
と
」

「
言
葉
も
な
く
、
説
く
こ
と
も
な
く
、
示
す

こ
と
も
な
い
こ
と
だ
」
な
ど
と
答
え
ま
す
。

そ
こ
で
文
殊

も

ん

じ

ゅ

菩
薩
が
維
摩
居
士
に
言
い

ま
す
。
「
さ
ぁ
あ
な
た
が
言
う
番
で
す
よ
」
。

す
る
と
維
摩
居
士
は
黙
然
と
し
て
言
葉
に

表
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

菩
薩
た
ち
は
、
言
葉
に
言
い
表
せ
な
い
こ

と
が
不
二
の
法
門
で
あ
る
と
か
言
っ
て
、
実

は
言
葉
に
出
し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

辺
り
を
見
回
し
て
み
る
と
、
広
告
を
は
じ

め
と
す
る
言
葉
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
の
話
は
聞
か
ず
に
一
方
的
に
喋
り
、
た
だ

御
託

ご

た

く

を
並
べ
る
だ
け
で
自
分
の
魂
の
声
を

聞
こ
う
と
し
な
い
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が
よ
く

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

無
論
、
日
常
生
活
を
し
て
い
く
上
で
言
葉

は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
が
、
少
し
で
も

不
要
な
言
葉
は
慎
み
、
「
聞
く
力
」
を
養
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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年
間
行
事
予
定

平
成
二
十
五
年
の
行
事
は
次
の
通
り
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
是
非
お
参
り
下
さ
い
。

●

修
正
法
要
会

一

月

七

日
（
月
）

●
春
彼
岸
法
要
会

三
月
二
十
日
（
水
・
祝
）

●
施
餓
鬼
法
要
会

八

月

二

日
（
金
）

●
秋
彼
岸
法
要
会

九
月
二
十
三
日(

月
・
祝)

平
成
二
十
五
年

年
回
表

一

周

忌

平
成
二
十
四
年

三

回

忌

平
成
二
十
三
年

七

回

忌

平
成
十
九
年

十
三
回
忌

平
成
十
三
年

十
七
回
忌

平

成

九

年

二
十
三
回
忌

平

成

三

年

二
十
七
回
忌

昭
和
六
十
二
年

三
十
三
回
忌

昭
和
五
十
六
年

三
十
七
回
忌

昭
和
五
十
二
年

五
十
回
忌

昭
和
三
十
九
年

編
集
後
記

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▼
平
成
二
十
四
年
は
ど
の
よ
う
な
一
年
で

し
た
か
▼
去
る
十
一
月
十
八
日
に
先
住
の

七
回
忌
法
要
を
法
縁
寺
院
と
責
任
役
員
・

護
持
会
役
員
な
ど
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い

て
厳
修
い
た
し
ま
し
た
▼
本
山
の
円
覚
寺

か
ら
、
冊
子
『
円
覚
』
の
編
集
や
夏
期
講

座
の
講
師
な
ど
を
選
定
す
る
「
教
学
委
員
」

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
▼
最
初
の
仕
事
が
、

来
る
修
正
法
要
会
で
お
配
り
す
る
『
円
覚
』

の
編
集
で
し
た
▼
今
回
は
三
百
号
記
念
で
、

管
長
猊
下
と
六
名
の
教
学
委
員
が
既
刊
の

『
円
覚
』
を
読
ん
で
掲
載
者
を
選
定
、
加

筆
修
正
を
経
て
発
刊
し
ま
し
た
▼
是
非
と

も
ご
高
覧
下
さ
い
▼
上
記
に
平
成
二
十
五

年
の
年
回
表
を
記
し
ま
し
た
。
該
当
す
る

方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
お

寺
で
会
食
も
で
き
ま
す
▼
上
記
の
と
お
り
、

修
正
法
要
会
は
一
月
七
日(

月)

で
す
▼
家

門
吉
祥
、
福
寿
増
長
な
ど
を
祈
願
す
る
、

年
に
一
度
の
行
事
で
す
。
お
札
や
お
守
り

も
お
配
り
し
ま
す
▼
新
年
の
門
出
の
行
事

で
す
の
で
多
く
の
方
々
に
お
参
り
い
た
だ

け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
▼
本
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
（
行
）

修
正
法
要
会
の
ご
案
内

平
成
二
十
五
年
一
月
七
日
（
月
）

午
前
十
時
～
法
話

午
前
十
一
時
～
法
要

回
向
料

五
〇
〇
〇
円

法

話

当
山
住
職

出
欠
の
有
無
を
同
封
の
は
が
き
に
て
、

十
二
月
二
十
五
日
迄
に
ご
返
信
下
さ
い
。

＊
当
日
お
寺
の
駐
車
場
は
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
や
む
を
得
ず
、
お
車
で
ご
来
山
を

ご
希
望
の
方
は
十
二
月
二
十
五
日
迄
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年
末
大
掃
除
に
参
加
し
て
下
さ
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時

十
二
月
二
十
二
日
（
土
）

十
時
半
～
十
三
時
頃
（
昼
食
含
）

内
容
・
・
掃
除
・
幕
張
り
等

十
二
月
二
十
一
日(

金)

ま
で
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

坐
禅
会

毎
月
第
一
日
曜
日

午
後
一
時
半
～
午
後
三
時
頃

※
一
月
・
八
月
休
会

予
約
不
要

坐
禅
と
法
話

会
費
二
〇
〇
円


